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１．はじめに 

 本来はまだ食べられるが廃棄される「食品ロス」が社会問題の一つとなっており、日本国内の食品ロスは

年間 642万トン（平成 24年度）とされている 1)。 

 この問題に対処する手段のひとつとして、「フードバンク」が注目されている。食品関連企業や農家、個人

などから無償で提供された、品質には問題がないが市場では販売できないような食品を、必要としている福

祉施設や個人、団体へ無償で配る活動である。この活動は海外では既に 40年以上前から存在しているが、

日本で行われるようになったのは 2000年以降であり、全国では 12団体の活動が確認されている 2)。福岡県

内では、特定非営利活動法人フードバンク北九州ライフアゲイン（以下、FBK）が 2013年に設立し活動し

ているが、その歴史はまだ浅い。フードバン

クの評価に関しては、著者らが、LCAを用

いて環境負荷削減量の定量評価を行った 3)。

本研究では、フードバンクからの食品配給先

である施設や個人を対象に、フードバンクの

利用による生活の質（QOL）への影響評価を

行うことで、フードバンク活動を多角的に評

価することを目的とする。 

２．評価方法 

 QOLに関する既往研究 4)を参考に、フー

ドバンク利用に関する QOL因子を作成した（図 1）。まず、「食生活の変化について」「経済面の変化につい

て」「フードバンクサービス利用における満足度について」の 3つに分類し、さらにそれぞれの因子から複数

の因子に細分化させる。この図をもとに、フードバンク利用に関する QOL評価を行った。 

評価にあたっては、FBKが実際に食品を配給している福岡県内の福祉施設 44件、個人 40件を対象にア

ンケート調査を行った。実施期間は 12月 17日～28日である。アンケートは施設用と個人用の 2種類に分

け、主にフードバンクを利用する前と後の変化を尋ねた。質問に対して「1.あてはまらない、2.あまりあて

はまらない、3.どちらとも言えない、4.少しあてはまる、5.あてはまる」という 5段階の選択肢を設定し、あ

てはまる数字を選択してもらう方法で実施した。その数字から平均値を出し、数値が 5に近いものほど QOL

 

図 1 フードバンク利用の QOL因子 
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図 2 受け取る食品は生活上役立っているか    図 3 どのような点で役立っているか 
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が高く、1に近いものほど QOLが低いとした。 

３．分析結果と考察 

本稿では、現時点で回収した調査票 8件を集

計した。これらはすべて個人を対象としたもので

ある。回答者の平均年齢は 41.3歳、7人が女性

で 1人が男性であった。一人世帯が 1世帯、両

親と子供、片親と子供の世帯が 3世帯ずつ、そ

の他が 2世帯であり、8世帯中 6世帯に小学生の

子供がいた。フードバンクの存在を知ったきっか

けは、フードバンク職員と知り合いだったことが

37.5%と最も多かった。全員がフードバンクから

受け取る食品が生活に役立っている、または少し

役立っていると回答し（図 2）、特に経済的な面で

役立っていると実感していることがわかった（図

3）。 

 ここで、図 1の因子図をもとに、アンケート結果

から各因子の QOLの値を算出した（図 4、図 5）。

細分化した因子の値は、f1＝3.25、f2＝4.25、f3＝

3.33、f4＝4.38、f5＝4.25、f6＝4.50、f7＝4.75と

なり（図 4）、大分類の因子の値は、f8＝3.47、f9＝

4.38、f10＝3.84となった（図 5）。図 4、図 5より、いずれの因子も標準値（＝3）を上回っていることがわ

かる。図 4より、f10フードバンク利用満足度に関連した因子 f5、f6、f7と、経済面の変化 f4が高得点であ

ることが見て取れた。f1食品の種類の変化や f3心身の充足観の変化は相対的に得点が低く、フードバンク利

用前後での QOLの差は、他の因子と比較して大きくないことが見受けられた。配給されている食品は、パ

ンや米などの主食やスープ、バナナなどが主で、種類は豊富であるとは言えないことなどがこの背景にある

と考えられる。全体をまとめた QOL値は 4.11であり、フードバンクを利用することは、QOL向上に対して

良い影響を与えているといえる。 

４．まとめと今後の課題 

 フードバンク活動を多角的、定量的に評価するために、本研究ではフードバンクの利用が食品配給を受け

る側の QOLにどのような影響を及ぼしているかどうかという観点から分析した。アンケート調査を実施

し、その結果を QOL値として定量化した結果、フードバンクを利用する人々の生活の質が向上しているこ

とがわかった。このことはフードバンク活動が、利用者に好影響を与えていることを示しているといえる。

アンケート調査を進めてより多くのサンプルを取得することで、より信頼性の高い結果を得ることが課題で

ある。 
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図 4 各因子(f1～f7)の QOL値の比較 
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図 5 各因子(f8~f10)の QOL値の比較 
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